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しろ うま だけ

や
か
に
な
り
ま
す
。「
田
立
の
お
茶
」
は
平
成

十
八
年
よ
り
四
回
連
続
で
長
野
県
知
事
賞
に
選

ば
れ
た
ほ
ど
の
銘
茶
で
す
。

　

ま
た
、
田
立
和
紙
は
江
戸
時
代
中
期
に
は
紙

漉
き
が
行
わ
れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、

最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
大
正
時
代
に
は
百
戸
近
い

家
が
生
産
に
従
事
し
、
か
つ
て
は
、
冬
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
た
和
紙
づ
く
り
は
現
在
、
地
元

の
方
が
中
心
と
な
っ
て
昔
な
が
ら
の
工
法
で
紙

漉
き
の
技
術
の
保
存
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
南

木
曽
小
学
校
で
は
児
童
が
自
分
の
手
で
漉
い
た

田
立
和
紙
を
卒
業
証
書
に
し
て
い
ま
す
。

～
田
立
の
滝
～

　

田
立
国
有
林
に
は
う
る
う
滝
、
ら
せ
ん
滝
、

洗
心
（
せ
ん
し
ん
）
滝
、
霧
ヶ
滝
、
天
河
（
て

ん
が
）
滝
、
不
動
滝
、
そ
う
め
ん
滝
等
、
大
滝

川
の
峡
谷
に
か
か
る
無
数
の
瀑
布
を
総
称
し
て

「
田
立
（
た
だ
ち
）
の
滝
」
と
い
い
、
昭
和

四
十
九
年
に
長
野
県
の
名
勝
に
、
平
成
二
年
に

は
「
日
本
の
滝
一
〇
〇
選
」
に
指
定
さ
れ
、
壮

大
な
滝
の
流
れ
は
周
り
の
緑
と
も
か
ね
合
い
、

神
秘
的
で
感
動
的
で
、
特
に
主
瀑
で
あ
る
天
河

滝
は
高
さ
四
十
㍍
か
ら
流
れ
落
ち
る
様
は
ま
さ

に
圧
巻
で
す
。

　

か
つ
て
は
里
人
た
ち
が
こ
の
天
河
滝
を
神
聖

化
し
、
雨
乞
い
神
事
を
奉
る
と
き
以
外
は
登
ら

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二

年
に
「
日
本
新
百
景
」
に
選
出
さ
れ
て
以
降
、

多
く
の
方
が
登
山
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

で
も
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

 

～
花
馬
祭
り
～

　

花
馬
祭
り
は
、
毎
年
、
十
月
の
第
一
日
曜
日

（
今
年
は
十
月
七
日
）
に
豊
作
・
家
内
安
全
等

の
諸
願
成
就
を
感
謝
し
て
五
宮
神
社
で
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
祭
り
は
、
三
百
年
ほ
ど
前
か
ら
行

わ
れ
、
鞍
に
花
（
竹
ひ
ご
に
沢
山
の
色
紙
を
付

け
た
も
の
） 

を
飾
っ
た
三
頭
の
木
曽
馬
が
笛
太

鼓
の
先
導
で
田
立
駅
前
よ
り
五
宮
神
社
へ
ゆ
っ

く
り
と
練
り
歩
き
、
神
社
で
は
、
こ
の
行
列
が

境
内
を
三
周
し
た
後
、
待
ち
構
え
て
い
た
人
々

が
馬
に
殺
到
し
花
を
取
り
合
い
、
取
っ
た
花

は
、
虫
除
け
と
し
て
田
の
畦
や
厄
除
け
と
し
て

家
の
入
口
に
挿
し
ま
す
。
平
成
五
年
に
は
長
野

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

一
九
九
八
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、
こ
の
田
立
の
花
馬
が
閉
会
式
の
芸
術
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

◆
所
在
地　
（
田
立
の
滝
）

　

長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
（
田
立
国
有
林
）

◆
ア
ク
セ
ス

［
公
共
交
通
機
関
］

【
田
立
の
滝
】　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
坂
下
駅
お
よ
び
南

木
曽
駅
下
車
タ
ク
シ
ー
約
三
〇
分

【
五
宮
神
社
】　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
田
立
駅
下
車
徒
歩

約
一
〇
分

［
自
家
用
車
］

【
田
立
の
滝
】
中
央
道
中
津
川
Ｉ
・
Ｃ
か
ら
車

で
約
四
〇
分

【
五
宮
神
社
】
中
央
道
中
津
川
Ｉ
・
Ｃ
か
ら
車

で
約
三
〇
分

南
木
曽
町
田
立
地
区

　
　

～
お
茶
の
栽
培
と
紙
漉
き
～

 

［
南
木
曽
支
署
］
長
野
県
南
西
部
に
位
置
す
る

南
木
曽
町
田
立
地
区
は
、
田
立
の
滝
、
天
然
公

園
へ
の
登
り
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
は
温
暖
な
地
域
が
ら
古
く
か
ら
丘
陵

地
を
利
用
し
、
木
曽
谷
で
唯
一
お
茶
が
栽
培
さ

れ
て
お
り
、
春
の
茶
摘
み
の
時
期
は
一
段
と
賑南木曽小学校お茶摘み体験

田立和紙の技法

田立の滝主瀑「天河滝」

花馬祭りの様子


